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ICT環境の検証基盤から 
世の中のあまたの現象を検証する 

サイバー社会実験を実現するインフラへ
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既存のネットワークの限界（セキュリ
ティ、エネルギー消費等）!
から新世代のICT技術へ!

インターネットの進展、"
ブロードバンドの普及、

etc. 

ネットワークのユビキタス化
（モバイルネットワーク、"
センサーネットワーク、"
ホームネットワーク等の"

進展）!

スターベッド!

StarBED 
スターベッド ツー!

StarBED2 
スターベッドキュービック!

StarBED3 
TAO（通信・放送機構）!
北陸IT研究開発支援センター 

NICT!
北陸リサーチセンター 

NICT!
北陸StarBED技術センター 

大規模で複雑な"
ネットワークシステムの"

機能面の検証 

ユビキタスネットワークシ
ステムの"

“ディペンダビリティ”に"
関する検証 

高精度エミュレーションと"
知識の共有による"
新世代のICT技術の"

研究開発の総合的な支援 

汎用インターネット 
シミュレーター 

ユビキタスシステム 
シミュレーター 

大規模エミュレーション 
環境 

2002年!
（平成14年） 

2006年!
（平成18年） 

2011年!
（平成23年） 

2016年!
（平成28年） 

StarBEDの歴史
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開発した技術群  (CYREC含む)
大規模エミュレーション基盤技術

マルチレイヤ統合検証基盤技術ネットワーク基盤検証技術

ユーザの利用レベルに応じた
UIの試作と試験運用

過去の実験データ蓄積と
再利用に関する技術検討

次世代無線エミュレーション
環境の試作と試験構築

実無線機器、空間伝搬エミュレーション、
無線エミュレーションの複合による
無線エミュレーション環境の

構築技術の試作

災害等の物理状況が動的に
変化する環境でのネットワーク
エミュレーション技術試作

SDNに関するエミュレーション
基盤の構築手法の試作

CPS環境の数学的解析・
シミュレーション・エミュレーション・
実物の検証環境の協調動作機構試作

異なるDC間にまたがる
テストベッドの試験運用

CPS環境のデータ取得・
蓄積機構の試作と試験運用

災害などによる物理状況の変化や障害の
エミュレーションへの挿入

テストベッド間の水平・
垂直連携の試作と試験環境構築

大規模、現実的かつ
使いやすい実験環境を
利用者に提供

ユーザの利用レベルに応じた
UIの実環境導入と
フィードバックの反映

過去の実験データ蓄積と
再利用に関する
アーキテクチャ検討

次世代無線
エミュレーション
技術の精度検証

無線伝搬
エミュレーターへの
実環境ノイズ
導入機構の試作

実験中の
インタラクティブな
環境変化機構
試作

リソース管理機構を再検討し、
より詳細かつ柔軟なリソース管理

他のテストベッドと
連携するためのtestman
フレームワークに対応

CPS環境のデータ取得・
蓄積機構を
並列動作する
複数環境に対応

人間活動エミュレータの試作

ホームシミュレータと
実環境の接続I/Fを
ライブラリ化

SpringOSの機能追加を行い
さらなる高機能化を

UIの高機能化による
環境構築時間の短縮を

リソースマネージャに
実験に関するデータを

保存し、検索可能とすることで
過去の実験の参照を可能に

testmanフレームワークを
用い他のテストベッドと
連携する実証実験実施

ホームシミュレータ群、
実実験住宅、

StarBED  を連携した
実証実験実施

3

有線環境、無線エミュレーション環境、
空間伝搬エミュレーションを複合した

実証実験の実施

人間活動エミュレータの
精度検証と

既存制御フレームワーク
との連携検証

無線伝搬
エミュレーターへの
実環境ノイズ
導入機構の検証

実験環境の構築・管理を 
支援するSpringOS

有線環境上に無線環境を 
摸倣するQOMET・DynamiQ

サイバーレンジ環境を 
構築するAlfons

ホームシミュレーションとの 
統合実験を実現するフレームワーク

他のテストベッドとの 
連携を可能とするtestman

人間の挙動を摸倣する 
エミュレータ群

Windowsを外部制御する 
Puppet Master

広帯域なトラフィック解析を 
易化するSF-TAP

数万台のVM環境を 
構築するXENebula

リアルな背景トラフィックを 
生成するXBurner
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成果群(1/2)
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成果群(2/2)
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http://wasforum.jp/hardening-project/

http://www.fujitsu.com/jp/group/fct/resources/news/press-releases/2013/1211.html

https://www.nttdocomo.co.jp/info/news_release/2014/11/04_00.html
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StarBED利用傾向
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• 実験専用のPCクラスタ 
• 実環境と同様のハードウェア・ソフトウェアが動作 
• 1400台のPCによる大規模な環境を構築可能（集中型テストベッドでは世界最大級） 
• シミュレーションでは無くエミュレーションを重視 
• 実験用のトポロジを自由に構築可能 
• Wall Clockで動作 
• 実環境から完全に隔離した実験環境を構築可能 
• 実験環境全体を監視可能 
• 論理リソースの動作位置を明確に指定可能 
• 各リソースのスペックを固定可能 
• ･･･

StarBEDとは何か

777
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StarBEDとは何だったか
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＊BED 
どのような技術の検証基盤にも
なる汎用テストベッド

星のゆりかご 
新たなアイデア（星）を 

育み巣立たせる（実用化する） 
インキュベータ

ICT環境
に閉じるものではない！
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ここから先は個人的な目標・夢です 
NICT的な次期中期計画は現在議論中です。
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「サイバー社会実験」を実現
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さまざまなデバイス、人の挙動、 
物理現象を摸倣できる 
基盤技術を開発

外部エミュレータ・シミュレータ・実環境との接続IFを開発し 
さまざまな事象を環境に導入

あまたの現象を検証するインフラへ

iHouse

TANS2♫ 実環境からの
模倣モデルの投影

実環境と模倣
環境とのイン
タラクション

StarBED上に模倣された仮想社会

実環境

地震、津波な
ど災害シミュ
レーター

地形、道路情
報など基礎物
理情報

社会統計シュ
ミレーター

人の振る舞
い・人流など
社会心理シ
ミュレーター

外部シミュ
レータからの

入力

実験のベースとなる
基礎情報の入力

IoT環境
エミュレーション

工場内無線システム環
境エミュレーション

人流を含めた
災害時避難エミュ
レーション
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最新技術と未来技術の検証環境
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最新技術を常に検証を可能とし、未来の技術を検証可能とする研
究開発を実施。技術開発の水飲み場の提供へ。

H32

未来技術の検証基盤： ネットワークICTの未来のR&Dモデルへの対応

最新技術の検証基盤： 基本エミュレーション技術の拡充（種類・規模・方式）
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様々なフィールドの研究者が集いその知識を集約・協調
させることで社会全体を実践的に検証する

Crossing Pointの創造へ
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技術開発 

製品開発 

展開・運用 

研究 技術開発 

テストベッドによる!
技術試験と製品化促進 

テストベッドによる!
事前検証と人材育成 製品開発 

旧来の!
ネットワークR&D!
のサイクル 

展開・運用 

テストベッドによる!
知の蓄積と共有 

研究 テストベッドによる!
実験支援 



StarBED Foresight 
ICT環境の検証基盤から世の中のあまたの現象を検証する 

サイバー社会実験を実現するインフラへ 
～自分自身が実験に組み込まれた”リアル”な環境を実現する 

エミュレーション・シミュレーション環境～
Toshiyuki Miyachi 
miyachi@nict.go.jp 

※ 本日の今後のお話しは個人的な目標・夢です。


